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　神戸市には、障害児の療育を担う三つの療育セ

ンターがありますが、常に予約でいっぱいで、作

業療法などでは１年待ちという状況が起こってい

ます。乳幼児期に１年間必要な療育を受けられな

いことは、子どもの発達にとって大きな影響を及

ぼしかねないと、協会神戸支部は、療育施設の増

設・充実を神戸市に要望してきました。

　このたび、同施設の元職員らが中心となってつ

くる「神戸市の療育を豊かにする会」から「神戸

市の療育の充実を求める要請書名」への協力依頼

があり、支部では５月の幹事会で同署名に協力す

ることを決定しました。

　要請項目は「１．療育センターの相談・検査・

訓練の待機を改善すること」「２．療育センターの療育部門の人員を増やすこと」「３．療育

センターのバス運転士を民間委託にしないこと」の３点を神戸市長に求めています。

　神戸支部の先生方に、署名用紙と返信用封筒を月刊保団連７月号に同封いたしますので、

先生、ご家族、スタッフの署名を集めて、ご返信いただけますようお願い申し上げます。

　一次締切は９月末です。

　署名用紙の追加申込、お問い合わせは、TEL078―393―1840 事務局・島まで

兵庫県保険医協会神戸支部 研究会のご案内 

 

患者さんに役立つ  
知 っ て お き た い 医 療 ・ 福 祉 の 制 度 
 

「コロナ禍で生活が苦しくなり、通院回数を減らさざるを得ない」「生活に困った時に使

える医療・福祉の制度はあるのか」といった患者さんの声を耳にしたことはありません

か？ 神戸支部では、医療ソーシャルワーカーとして長年の経験があり、医療・福祉制度

充実に尽力されている阿江先生に、コロナ禍のいま医療機関で知っておきたい医療・福祉

制度のポイントと患者さんへの接し方についてお話しいただきます。 

院長先生はもちろんスタッフの方々もぜひご参加下さい。 
 

日 時 7 月 10 日（土）14:00～16:00 
会 場 兵庫県保険医協会 5 階会議室（JR･阪神元町駅東口を南へ徒歩７分） 

    ＺＯＯＭでの視聴も可能です 

講 師 兵庫県高齢者生協理事長、神戸女子大学客員講師  阿江 善春先生  

参加費 無料 
 

阪神淡路大震災から２５年、介護保険制度開始から２０年、新型コロナウィルスの感染拡大は、

２０２０年の時点で、今後の日本社会の在り方を根本から考え直す機会となりました。 
その中でも特に日本の社会保障制度の構成は高齢・障がい・児童の３福祉に生活保護制度を中心

とする公的扶助、そして国家責任のあいまいな保険方式の５制度（医療・年金・雇用・労災・介護）、

公衆衛生ですが、いずれも十分なセーフティネットになっていないことは今回の感染症拡大の事態

を見ても明らかです。 

しかし、一方では制度の積み重ねで構築されてきた内容を十分に使い切っていない場面も多く、

そのことは、大規模災害や感染症対策における「自治体の機能不全」と重なり、本来なら苦難を解

決しセーフティネットとなる社会保障制度の活用を妨げる要因にもなっています。 

今回は医療・福祉分野での事例を中心に、皆さんで「制度の活用」を学びたいと考えています。 

 
 ＊お問い合わせは TEL 078-393-1807 神戸支部担当 島・小西まで 

【神戸支部勉強会参加申し込み】FAX 返信：078-393-1820 
協会会議室での参加申し込み 
地区        医療機関・施設名            

代表者お名前         参加人数   人  TEL          

 

ＺＯＯＭによるオンライン参加申し込み 

右のＱＲコードもしくは下のアドレスから前日までにご登録お願いします。 

 https://bit.ly/3idCwXR 

コロナ禍のいま 

子どもたちに必要な療育を求めて

療育施設の増設・充実を
求める署名にご協力を

神戸支部長　田中孝明
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税経部だより

新型コロナワクチン接種業務に従事する

被扶養者の収入確認の特例について
　新型コロナウイルスワクチン接種業務により、職員の業務量が増加し、「収入が 130 万円

を超えてしまいそう」「扶養を外れてしまうのか」とのお問い合わせを多数いただいており

ます。

　厚労省は６月４日に課長通知「新型コロナウイルスワクチン接種業務に従事する医療職

の被扶養者の収入確認の特例について」で、医療職がワクチン接種業務に従事したことに

よる給与収入については、収入確認の際には収入に算定しないことを周知しました。

詳細は下記のとおりです。

　

対象者：ワクチン接種業務に従事する医療職（医師、歯科医師、薬剤師、保健師、助産師、

看護師、准看護師、診療放射線技師、臨床検査技師、臨床工学技士及び救急救命士）

※上記職種以外でも、新型コロナウイルス感染症への対応等のための残業等により、収入

の増加が生じた際には、直ちに被扶養者認定を取り消すのではなく、総合的に将来収入の

見込みを判断することとされています

対象となる収入：令和３年４月から令和４年２月末までのワクチン接種業務に対する賃金

手続の方法：ワクチン接種業務を行う事業者・雇用主が「新型コロナウイルスワクチン接

種業務に従事した際の収入に係る申立書」を発行し、被扶養者の認定及び資格確認の際に、

加入する保険者に提出

詳細や申立書の様式ダウンロードは厚労省ホームページをご参照ください。https://www.

mhlw.go.jp/stf/newpage_19044.html

お問い合わせは、TEL078-393-1807　保険医協会　税経部まで

　　神戸支部が住民や商工団体らとつくる東

灘区社会保障推進協議会（会長：口分田真支

部幹事）は５月 29 日、東灘区の深江会館で「な

んでも相談会」を開催。新型コロナ関連のさ

まざまな制度や、医療・介護、税金から法律

まで、住民の幅広い悩みに応えようと、弁護

士や社労士、ケースワーカーらが相談員とな

り、住民の相談に対応した。

　この相談会は数か月に１回、定期的に開

催しており、次回は７月 31 日（土）に開催

予定。当日参加できない相談者には電話での相談も受け付けている。

東灘区社会保障推進協議会・なんでも相談会

参加者からの相談に答える、坂本弁護士（中央）

神戸支部ニュースへの投稿を募集しています

支部ニュースへの投稿を募集しています。日常診療に

かかわることや、主張、趣味のお話などお寄せください。

TEL078-393-1805　/　FAX078-393-1802　e-mail　yuasa-s@doc-net.ne.jp

利用できる制度をお知らせ

署名にご協力ください

署名用紙のご注文は、TEL078-393-1809 まで

「保険でより良い歯科医療を求める」


